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コミュニティカフェの実践者の一人として

コミュニティカフェ開設や
交流の全国センターの役割を担う

 WAC

 Kanagawa
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　子育て、介護から環境、平和まで…地域で直面するいろいろな課題を自分

たちの力で解決しようと試みる人々を、身近で見てきた私たちにとって、その活動

をいかに持続可能にするかということは、常に大きな関心事でした。

　彼らに「コミュニティビジネス」というやり方を提案すべく、起業相談を行ってきた

経験を通じて見えてきたのは、多くの方が、「場」を設け、人と人をつなぎたいと考

えているということです。

　2012年、「相談に乗るだけでなく、実践者でありたい」と考えていた私たちは、

“コミュニティカフェ メサ・グランデ”をオープンしました。地産地消の小さな八百

屋と、食べ方を提案するレストランサービス、コミュニティビジネスのノウハウを学べ

る講座や、飲食サービスを開業したい人向けのワンデイ・シェフなど、多様な顔

を持つお店です。

　このたび、全国のコミュニティカフェの事例を目にしたことで、いかに多くの実践

者が善戦しているか、勇気づけられるとともに、新しいネットワークを築くことができ

ました。気づけばこれこそが、コミュニティカフェを志す人に最も必要なことではない

かと感じています。

　この冊子を手に取った方には、ぜひ、気軽にお店を訪ねてみていただきたいと

思います。情熱的でオープンな店主の皆さんの考えに触れたり、近くに住んでい

ながら出会う機会のなかったいろいろな人とのつながりが生まれたりすることで、

日々の暮らしがより楽しくなり、貴方も何かを始めてみたくなるかもしれませんよ。

　コミュニティカフェが全国に広がってきました。高齢者の気軽な出会い、子育

てママの交流、障がい者の協働―いろいろな思い、目的で始まった居場所

作りの活動。それが地域再生、まちづくりにつながろうとしています。

　WACは、早くからコミュニティカフェの開設支援や調査の活動に取り組んでき

ました。新潟市の河田珪子さんが提唱した「地域の茶の間」に注目して同様の

「茶の間」作りの支援に着手し、2002年から04年にかけて新潟と広島両市で

地域の茶の間についてのシンポジウムを開きました。

　2007年12月には、WACが編集した単行本「コミュニテイ・カフェをつくろう！」

を学陽書房から発行。この時から、各地のさまざまな出会いの場を「コミュニティ

カフェ」と総称しています。

　翌08年から、コミュニティカフェを成功させた実践者から運営ノウハウを学ぶ

研究会をスタートさせました。カフェの現場で開催するなど工夫を凝らし、13年

末までに34回と回を重ねています。

　10年には富山と熊本の両県でカフェのガイドブックも作成しました。

　また、全国のカフェの主宰者や運営希望者、研究者、行政関係者などが一

堂に会する大会を09年に東京で開き、その後も毎年のように関係者の交流会を

開いています。

　こうしてWACはコミュニティカフェの全国センターに近い役割を果たしてきており、

今回のWAMの居場所（カフェ）作り支援事業もその一環と位置付けています。

訪 ね てみよう　 あなた の「まちの 縁 側・居 場 所 」

公益社団法人長寿社会文化協会（WAC）

常務理事 浅川 澄一
03-5405-1501

特定非営利活動法人ぐらす・かわさき

理事・事務局長 田代 美香
044-872-9795
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MAPICON

横浜
01  港南台タウンカフェ
02  さくら茶屋にししば
03  こまちカフェ
04  カフェドゥしゅしゅ
05  カフェモア
06  いのちの木
07  ふらっとステーション・ドリーム
08  ほっとカフェ中川
09  コミュニティカフェ あんさんぶる
10  スペースナナ
11  大倉山ミエル

相模原・県央
相模原市 /厚木市 /大和市 /
海老名市 /座間市 /綾瀬市 /
愛川町 /清川村
33  シニアふれあいサロンin西門
34  大沢みんみんの館
35  カナリヤの森
36  はこの和

湘南
藤沢市 /茅ヶ崎市 /平塚市 /
伊勢原市 /秦野市 /
寒川町 /大磯町 /二宮町
29  蔵まえギャラリー
30  ログハウスDO
31  OHANA
32  mama’s cafe joy

足柄
南足柄市 /中井町 /大井町 /
松田町 /山北町 /開成町
37  Bean's Village

小田原・西湘
小田原市 /箱根町 /
真鶴町 /湯河原町
38  ぎんが邑 コミュニティカフェ＋

鎌倉・三浦
鎌倉市 /逗子市 /横須賀市 /
三浦市 /葉山町
22  Gallery&Cafeジャックと豆の木
23  コミュニティCafeおりょうにおまかせ
24  Cafe茶るら
25  ソンベカフェ
26  The organic & Hemp Style Cafe & Bar麻心
27  てぬぐいカフェ一花屋
28  こみゅに亭カフェ

川崎
12  コミュニティカフェまめり
13  カフェマイム
14  コミュニティカフェココデ
15  感泣亭
16  SōAN
17  ほっとカフェテリア パン工房
18  ハーブカフェ ららら
19  みんなのテーブルメサ・グランデ
20  オーガニックカフェたまりばーる
21  みた・まちもりカフェ

飲食

情報

交流

学び

就労

販売

サロン

まちづくり

相談

レンタルスペース

高齢者

子ども

障がい者

芸術

飲食

情報

交流

学び

就労

販売

サロン

まちづくり

相談

レンタルスペース

芸術

高齢者

子ども

障がい者

動物

安心、安全な食材を使っている、手作りされたメニューを
提供している、フェアトレードを行っているなど。

地域の人に必要かつ有益な情報を受信、
発信しているなど。

その「場」のスタッフや訪れる人同士が交流したり、
ボランティア活動などの拠点となっている。

本ガイドブックではWACの定義を参考にしながら、
具体的な要素で分類しています。

なんらかの事情で仕事に就けない人が
自分に合った働き方を見つけたり、訓練できたりする。

その「場」で手作りされているもの。地域的な特徴のある
もの、様 な々交流を生み出すものなどが販売されている。

商工会などとタイアップして、まちづくりに貢献している。

悩みを抱えている人が、専門家に相談できる。

社会活動やコミュニティビジネスを行っている人に
「場」を貸し出している。

音楽や美術を通して地域とのつながりを持ち、
芸術の普及に貢献している。

主な利用者・対象者は高齢者である。

主な利用者・対象者は子どもである。

障がい者も利用できるように、
バリアフリー対応の設備をしている。

ペットを同伴できる設備がある。

介護保険や障がい者手帳の有無にかかわらず、
居場所として利用できる。

必要なことを学べるセミナーや生涯学習の場。

動物

アイコン一覧 マップ



飲食販売 まちづくり

港南台タウンカフェ

カフェ的な空間を使ったまちづくりをする場所

　「港南台タウンカフェ」は2005年10月
に開設されました。地元NPOの集まりで
ある「まちづくりフォーラム港南」と「横浜
港南台商店会」、そして「株式会社イータ
ウン」の3団体が連携協力して「cafeから
始まるおもしろいまちづくり」をキャッチフ
レーズに、港南台というまちを舞台にさま
ざなことを仕掛けてきました。その歩みは
他のコミュニティカフェのお手本として広
く紹介され、まさに神奈川のコミュニティ
カフェの代名詞とも言える存在です。

　通路に大きく開かれた入口から店内を
見るとまず目につくのが、奥行き12mの
壁一面に設置された小箱ショップ。棚の
上には手づくりの雑貨や手芸品、アクセ
サリーがところ狭しと並んでいます。取材
をしている間も小物探しのお客さんが何
人も訪れていました。
　販売にとどまらずタウンカフェの小箱
ショップからはキャンドルナイトなどのイベ
ントも誕生しています。「100の棚があっ
たらそこにはいろいろな特技を持ってい

る100人の方が存在するということと同じ
なんです。その何かを結びつけるだけで
新しいイベントが生まれたりするんです」
とイータウンの齋藤さん。

　カフェサロンではフェアトレードのオリジ
ナルブレンドコーヒーや中国茶、オーガ
ニック紅茶などのドリンクをはじめとして、
NPOの手づくりお弁当や地元のパン屋さ
んのサンドイッチなども好評です。
　タウンカフェは人が集い繋がる場所で
あり、人材発掘の玉手箱。8年間でボラ
ンティアスタッフなどで関わってきた人は
200人を超えますが、その中の7割以上
はここに来てはじめて地域の大切さを意
識した人が多いそうです。“場の持つ力”
“受けとめていく機能”がコミュニティカ
フェにとって何よりも大切なんだと、素直
に感じることができるステキな場所です。

M E S S A G E D A T A

上：入口から向かって右
の壁は丹沢スギの小箱
ショップの棚がずらりと並
ぶ。下左：200７年から
始まった「キャンドルナイト
in港南台」。下右：カフェ
サロンは、時間貸しでセ
ミナーや教室、交流会な
どに利用できる。

Tel：045-832-3855  Fax：045-832-3864
E-mail：shop＠town-cafe.jp
http://www.town-cafe.jp
横浜市港南区港南台4-17-22 ブックスキタミ2F
JR根岸線「港南台駅」徒歩2分

神奈川のコミュニティカフェ文化を
リードする代表的なカフェ

横浜
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営業時間：10:00～18:00
定休日：日・祝・第1火
メニュー：フェアトレードのコーヒー
　　　　中国茶、オーガニック紅茶
　　　　焼き菓子、クッキー
　　　　手づくりパン、サンドイッチ
　　　　お弁当

カフェの先にどういう社会・地域を目指していくかということこそが重要
コミュニティカフェというものは事業として完成するものではなくて、みんな
の思いを寄せたり紡いだりしてずっとつくり続けることや、箱ができたから終
わりではなく地域に向かって開いていようという気持ちを持ちつづけること
がいちばん大切なんです。 株式会社イータウン 代表取締役  齋藤 保さん

オーナー数80人超の
小箱ショップは圧巻の幅12m

地域の大切さに気づけるのも
コミュニティカフェのよさ

01



さくら茶屋にししば
地域で支え合うまちづくりの拠点

　京浜急行金沢文庫駅の北東、1,700
世帯の西柴団地は、1970年代に都心の
ベッドタウンとして開発されました。住民
の高齢化が進み、中心地にある西柴
ショッピングセンターは空き店舗が増加。
2010年5月、この空き店舗を活用し、地
域住民によるカフェ「さくら茶屋」がオープ
ンしました。前年に「西柴団地を愛する
会」を結成し、1,700世帯へのアンケート
から「ほっとできるお店がほしい」という声
がお店のコンセプトになりました。

　オープンの前年2009年11月に「西
柴団地を愛する会」が広報誌を創刊、
1,700世帯、11ブロック各担当が手配り
しました。カフェの成り立ちを地域に伝え、
オープン後は、さくら茶屋でのイベント
案内を中心にA４表裏で毎月発行して
います。手配り広報誌「さくら茶屋にしし
ば」を楽しみに待つお年寄りも多いそう。
日々の様子は「さくら茶屋ブログ」で発信
されています。（「loveにししば」で検索
できます）

　お昼の軽食は曜日ごと、ワンデイ・シェ
フ制で提供しています。曜日別メニュー
は人気で、お弁当も販売しています。イ
ベントは年間行事（ひな祭りなど）と、毎
月定例で夜に音楽や講演を楽しむ「大人
イベント」。健康づくりにポールを持って
歩く「ポールウォーキング」はカフェスタッ
フがコーチとして指導しています。他にも
小学生が学習習慣を身につけるため登
校前に開く「朝塾」など、地域のニーズに
地域の人がキメ細かく応え、その拠点が
さくら茶屋になっています。

　2013年9月、隣接して「さくらカフェ」
がオープンしました。食と喫茶に加え、さ
くら茶屋にもある手作り品を販売できる
ボックスショップも充実し、より地域の輪
を広げていきます。

M E S S A G E D A T A

上：テラス席もあるさくら茶
屋。一軒置いた左隣にさく
らカフェがある。下左：子
育て世代の居場所「さくら
カフェ」の子どもが遊べるス
ペース。下右：さくら茶屋
のランチ。ちまきも朝から
手作り。

Tel・Fax：045-516-8560
E-mail：sakuraya@c3-net.ne.jp
http://sakurachaya.moo.jp
横浜市金沢区西柴3-17-6
京浜急行線「金沢文庫駅」徒歩15分　
金沢文庫駅東口よりバス「西柴4丁目」下車徒歩1分
 

ショッピングセンターの
空き店舗にオープン

横浜
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営業時間：11:00～17:00
　　　　　（軽食は11:30～14:00）
定休日：日
メニュー：日替わりメニュー、コーヒー、紅茶、
　　　　手作りケーキ、クッキー
　　　

「子どもは地域の宝」―多世代が集う２つのカフェで西柴を元気に！
地域の福祉活動で、顔が見えていたことが、「さくら茶屋」のオープンにつな
がったと思っています。子育て世代の居場所「さくらカフェ」も加わり、広報誌
「さくら茶屋にししば」を続け、西柴を更に元気にしていきたいと思っています。
NPO法人さくら茶屋にししば 理事長 岡本 溢子さん（右）、事務局長 阿部 茂男さん（左）

オープン前に広報誌を創刊、
ブロック担当が手配り

隣に「さくらカフェ」もオープン。
さらに地域がつながる西柴に！

食と喫茶、イベント、趣味と交流、
健康づくり、学習と体験･･･
地域の様 な々ニーズにこたえる

今日の店長は桜色のバンダナと
マーク入りエプロン姿の瀬川さん

飲食 交流 高齢者 子ども02



飲食交流 子ども情報 子ども飲食 就労

横浜

　「こまちカフェ」はＪＲ戸塚駅から徒歩
5分ほどの子どもとママのカフェです。
2013年4月にオープン。子どもが動き
回っても気兼ねなく楽しくランチができ
るよう大きなテーブルにゆっくり座るス
タイルです。ランチは玄米菜食が基本。
自慢の「こまちの畑のプレート」は地元
戸塚商店街の八百屋さんが目利きをし
て届けてくれる旬の野菜がたっぷり。
先輩ママ達が笑顔で丁寧に作ってくれ
ています。

　こまちカフェの運営はNPO法人「こま
ちぷらす」。カフェを拠点に、子育てに必
要な情報をママ達が自ら集め、「幼稚園
情報」の発行、ＨＰ、カフェではベビーマッ
サージやプロカメラマンによる写真教室
などのイベントを企画し、この情報はＨＰ
でチェックできる仕組みになっています。
カフェの外では、戸塚区役所内の子育
て応援ルーム「とことこ」の情報コンシェ
ルジェも運営しています。

M E S S A G E

D A T A

Tel： 070-5562-9555（10:00～16:00）
E-mail：staff@comachiplus.org
http://comachiplus.org/wp/
横浜市戸塚区矢部町84-1
JR・横浜市営地下鉄「戸塚駅」徒歩5分

子連れで集まる「ひろばカフェ」 子育てに必要な情報を
ママ達自らがつなげて、広げる

営業時間：10:00～16:00
定休日：土・日・祝
メニュー :こまちの畑プレート、
             こまちの雑穀米カレー
             畑キッズプレート、キッズカレー
             コーヒー、こまち茶など

2人の子ども（幼稚園児と小学生）がいます。戸塚区は転入出が多いまち。
引っ越して間もない頃は友人もなく、子育てが苦行でした。それを救ってく
れたのは先輩ママ達。これからは私が家族の幸せの素「ママの笑顔」を少し
でも増やすことに貢献したいです。

03

左：ママ友と一緒にゆったり子連れラン
チ。11:00と12:30の2部制。電話予約を
オススメ。上：こまちの畑プレート。ごはん
は黒米ともち麦のブレンド。

こまちカフェ

スタッフ 山田 顕子さん

12 13

05
ンチや喫茶利用のほか、毎週水曜日、
就労支援プロジェクト「スイミー」のアロ
マハンドケアが受けられます。　障がいがあってもなくても地域でふれ

合いながら暮らし、働ける場を作ろうと、
「みんなのお店」「オーガニックスペース
かれん」「自然食品のお店 かれん」
「アートかれん」など複数のお店や居場
所を展開している社会福祉法人かれん
の運営。こちらの「カフェモア」では、ラ

障がいを持つ方 に々よる温かい
ハンドトリートメントが受けられるカフェ

D A T A

Tel： 045-547-6654
横浜市港北区大豆戸町3-3 
シェモア大倉山1F
東急東横線「大倉山駅」徒歩5分

カフェモア

営業時間：10:00～17:00
定休日：土・日・祝
メニュー：ランチ（コーヒー付き）、ケーキセットなど
　　　　アロマハンドトリートメント（毎週水曜日）
　　　　15分1,000円～（ハーブティ付き）

飲食

います。ランチの人気はじっくり煮込ん
だ自家製カレー。明るく、吹き抜けの空
間でゆっくりと過ごせます。

お散歩帰りに母
子でゆっくりラン
チ。店内では施
設製の豆腐、湯
葉、手作りパン、
お菓子も販売。

　「カフェドゥしゅしゅ」は横浜市営地下
鉄ブルーライン中川駅から徒歩5分の
知的障害者通所福祉施設「ワーク中川」
の1階にあります。2002年4月、施設で
作る商品を通じ地域との交流を目的に
オープン。国産大豆とにがり製の豆腐、
パン、お菓子を製造、お米の精米もして

みんなで、愉しくワークする
地域交流カフェ

D A T A

Tel： 045-914-8290
http://www.shikoukai.jp/work/
working.html
横浜市都筑区中川2-8-26
横浜市営地下鉄「中川駅」徒歩5分

04 カフェドゥしゅしゅ

営業時間：10:00～16:00
定休日：土・日・祝
メニュー：カレー、オムカレー、ハヤシ
　　　　 （施設内に精米所があるので
　　　　 玄米・白米が選べます。）
　　　　コーヒー、紅茶、手作りパン

就労

スイミー Tel：090-7460-5655  E-mail：swimmy.aroma@gmail.com

販売



飲食 高齢者交流 販売

 いのちの木 　「いのちの木」の運営は、2004年に
「弱さを持つ人間同士が助け合える。
ハンドメイドの魅力でまちづくり！」を理
念に設立されたNPO法人「五つのパ
ン」です。活動は、精神障がい者の訪
問介護事業を核に、2009年には手作
り絵本、製本、布小物製作などとカフェ
を兼ねた地域活動支援センター「マ
ローンおばさんの部屋」を横浜市都筑
区仲町台に開設。手作り絵本を中心に
子育て世代との交流が始まりました

　仲町台は開発20年の若いまち。マ
ローンおばさんの部屋にはこのまちで
暮らす子ども達に呼び寄せられ、地方
から移り住んだ高齢者も来て、無縁の
地域で居場所が作りづらく孤独感を抱
いている姿がありました。そこで五つの
パンは、高齢者、職人が培ってきた技
術、知恵、体験を次世代につなぐため
の新たなワークショップ＆カフェいのち
の木を2012年、仲町台駅前ストリート
に開設しました

　いのちの木には、店左奥の広いテー
ブルにミシンがあり、月曜日はミシンの
ワークショップ。水曜午後は70代~90
代が集う編み物サークルと地域の高齢
者がものづくりをするスペースとして開
放しています。昔のことなど語りあいな
がらものづくりをすることで、気持ちが
安らぎ、若い世代の色、デザインのア
ドバイスが効き、売れる商品が誕生し、
生きがいにつながっています。カフェで
は障がい者を雇用、特上豆のコーヒー
を淹れるなどの働き場が提供されてい
ます。
　五つのパンは2013年7月、まちの歴
史や開業のきっかけを商店に取材、仲
町台に移り住む人に紹介する「なかま
ちだい帖」を発行。高齢者に人気のま
ちのガイドブックになっています。

M E S S A G E D A T A

上：おしゃべりしながらの編み物がよ
り創作意欲を増す。左：共同事業で
「本づくり学校」を立ち上げる手製本
の専門企業美篶堂（みすずどう）の本。
右：編んだ作品は店内で販売。目の
前で売れると喜びも倍増！

Tel：045-945-2223 Fax：045-947-1779
E-mail：tree-of-life@mbr.nifty.com
http://www.inochi-no-ki.com/
横浜市都筑区仲町台１-３２-２１
アルス仲町台せせらぎ公園壱番館1F
横浜市営地下鉄「仲町台駅」徒歩2分

弱さを持つ人間同士が助け合える、
その手段のひとつがハンドメイド

ミシンの音を聞きながら
お茶が飲めるカフェ

横浜
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営業時間：10:30～17:30　
定休日：土・日・祝
メニュー：スペシャルティコーヒー各種
　　　 　紅茶、ハーブティー
　　　　トーストセット（添加物不使用の
　　　　「ブルーコーナー」のパン使用）

地域の弱さを抱えた人々を支え続け、支えあって生きていくまちに
ものづくりを通じて弱い人が喜んで生きていくことができるまちが豊か
なまちだと考えています。2014年4月から手製本の企業と共同事業
で「本づくり学校」を開設、まちをより活性化していきます。

NPO法人五つのパン理事  船田 富士男さん（左）、岩永 敏朗さん（右）

ふるさとを離れた高齢者が新たに
暮らすまち「仲町台」に居場所をつくる

ものづくりを通じ多世代が集うカフェ

06
なかまちだい帖



子ども高齢者飲食 交流 サロン

　駅からバスで25分の場所にある、2,300
世帯の高層団地「ドリームハイツ」。不便な
立地のため、住民の間には当初から自治
精神が育まれており、15もの福祉関連団
体が設立され、必要な社会サービスを作り
だしてきました。昨今、高齢化してきた住
民の居場所が求められていることが調査で
明らかになり、カフェを作ることが、福祉団
体の有志の間で決まりました。 またたく間
に出資金を集め、横浜市との協働事業と
して、2005年12月にふらっとステーション・
ドリームをオープンしました。

　お店は高齢化した住民の居場所として、
大きな役割を果たしています。
　10時に開店するとすぐにお茶を飲みに
来る人が。ランチタイムには日替りの500円
ランチが提供され、毎日20～70食が出る
人気です。
　また、スタッフも地域の元気な高齢者で
す。メニュー決めからサービスまで、一貫し
て有償ボランティアの女性たちが責任を持
ちます。客の顔と名前がだんだんと一致し、
体調や家庭環境なども把握できてくると、
見守りの役割も果たしているそうです。

M E S S A G E

D A T A

Tel： 045-307-3558
http://www16.ocn.ne.jp/~furatto/
横浜市戸塚区深谷町1411-5
JR「戸塚駅」または「大船駅」よりバス
「集会所前」「俣野公園・横浜薬大前」下車徒歩3分

福祉から始まったコミュニティカフェ

横浜
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営業時間：10:00～17:00
　　　　  （日12:00～17:00）
定休日：祝
メニュー：日替りランチ、コーヒーなど
レンタルボックス：1カ月1,000円～2,000円
レンタルギャラリー：半月3,000円

高齢者の居場所で、高齢者自身が、サービスを提供し、受け取る。問題
の当事者が自主的にかかわって解決することが大切です。

07
右：お昼時は円卓を囲む人た
ちでいっぱいに。下：ほかほか
の白いご飯と、みんな大好き
なから揚げにマカロニサラダ。

ふらっとステーション・ドリーム

M E S S A G E

D A T A

Tel：070-5545-8107
http://cafenakagawa.web.fc2.com/
横浜市都筑区中川1-18-5
フィットネスハウス パレット中川1F
横浜市営地下鉄「中川駅」徒歩1分

営業時間：10:30～17:30（日11:30～16:30）
定休日：木
メニュー：コーヒー、紅茶、
　　　　みかんジュース（お子さまのみ）
　　　　スタッフの手作りパン、
             シフォンケーキ、おにぎり

2年が経過し、毎月約1,000人の地域の方にご利用いただいています。
今後も継続して駅前広場の花壇や遊歩道を維持し、広場のコミニティカ
フェとしてほっとするひと時を提供していきたいと思っています。

08

上：駅前広場の遊歩道に面し、テ
ラス席も。左：店の奥にある地域情
報を発信する掲示板。

ほっとカフェ中川

NPO法人ぐるっと緑道 理事長 塩入 広中さん

高齢者たちの大事な居場所

　「ほっとカフェ中川」は横浜市営地下鉄
ブルーライン中川駅前にあります。10年
ほど前、中川駅周辺で遊歩道が途切れ、
安全に通行できない場所を心配する住
民達が「ぐるっと緑道・遊歩道研究会」を
立ち上げ、活動を開始。さらに5年ほど
前からは駅前に空き店舗が目立ち始めた、
そこで「自分達で中川の街を元気にした
い！」とこの研究会が中心となって2011
年10月にオープンしたカフェです。

　カフェはボランティア・スタッフで運営さ
れています。現在は約30人でシフトを組
み、地域に仲間ができたことを喜ぶ人も
多いそうです。カフェでは月に8日前後イ
ベントを開催。内容は毎月発行の「カフェ
通信」で案内しています。入口付近には
40センチ幅32区画の棚ショップ、店舗
奥の壁に設置された掲示板では地域の
情報を発信。まさにみんなで育てるほっ
とカフェ中川です。

自分たちで作ったみんなで集えるカフェ 中川をここから元気に！

飲食 交流

NPO法人ふらっとステーション・ドリーム副理事長 島津 　子さん



交流販売 レンタルスペース販売飲食 交流

　1960年代に建設された左近山団地で、
建築士の中村和彦さんが立ち上げたの
が、「コミュニティカフェあんさんぶる」です。
団地の中庭のように、住宅に面して作ら
れた商店街の一画で、住民が交流でき
る場を提供しています。軽食を格安で食
べられるほか、小箱ショップが壁一面に
設けられ、住民の手作り品などを購入で
き、憩いの場となっています。

　中村さんは、青少年指導員や自治会
委員として団地の維持活動に精力的に
取り組み、多世代が交流できなくなった
左近山に強い危機感を抱き、「あんさん

ぶる」を設立しました。多世代が関わりあ
える場所を理想とし、横浜市の助成金を
獲得してオープンして以来、ボランティアと
共に運営に力を入れていますが、団地の
中だけで問題を解決しようとしても、すべ
てが思い通りにはいかない難しさを感じて
いると言います。

　今、中村さんは、団地の中だけにとどま
らず、横浜国大建築研究所や地元の自治
会などと連携して、地域情報の集約と再
配信などを通じて、地域の活性化を目指し
ています。「あんさんぶる」を拠点に、地域
の新しい取り組みが始まろうとしています。

M E S S A G E

D A T A

大型団地の一画に生まれた憩いの場

多世代が交流できる場を作りたい

地域の団体との連携で
新しい取り組みスタートを目指す

横浜

18 19

営業時間：10:00～18:30
　　　　 （土・祝10:00～17:00）
定休日：水・日
メニュー：コーヒー、紅茶、日替りランチ
　　　　手作りチーズケーキなど

住民の方がボランティアで店番をしてくれるなど、助けられていますが、
多世代が交流できる場を作ることのむずかしさを日々、感じています。
周辺の人たちと連携することで新しい展開が見えて来ていて、これから
頑張らなくてはと思っています。
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左：お店に来れば色々な情報が集
まる。上：中村さんの男の手料理、
皿うどん。

コミュニティカフェ あんさんぶる

オーナー 中村 和彦さん

　比較的新しいまちで、整然と住宅が並
ぶあざみ野に「スペースナナ」はあります。
東急田園都市沿線で活動をしてきたメン
バーとその応援団が、「こんな居場所がほ
しい」という夢をカタチにして、2010年12
月にオープン、ギャラリーやフェアトレード
ショップ、スタジオとちいさなカフェを運営
しています。訪れた日も「幸せをつなぐフェ
アトレード展」が開催されていて、カラフル
なフェアトレードグッズであふれていました。

　カラフルで、豊満で、陽気な女人像

が「ナナ」です。そのユニークなフォルム
で多くのファンを持つナナの型にはまら
ないパワーととめどなくあふれる創造力
にあやかってスペースナナと名付けたと
中村さん。 

　生きにくくなった人や、生活弱者に目
線を向けた講座など、みんなが困った
事を持ち寄って話し合い、改善する方
法をみんなで考えていこうというコンセ
プトで自主イベントも企画。人と触れ合
うことで、つながりを深めあい、生きや
すい地域社会をめざす場所がスペース
ナナです。

M E S S A G E

D A T A

Tel： 045-482-6717  Fax： 045-482-6712
E-mail：info@spacenana.com
http://spacenana.com/index.html
横浜市青葉区あざみ野1-21-11
東急田園都市線・横浜市営地下鉄「あざみ野駅」徒歩6分

Tel： 045-352-0191  Fax： 045-349-8919
E-mail：ansan_b@yahoo.co.jp
横浜市旭区左近山1186-6　　JR横須賀線「東戸塚駅」・
相鉄線「二俣川駅」よりバス「左近山第4」下車徒歩1分

世代を超え、性別、国籍に関わらず
多様な人 が々出会う場所

困ったことを持ち寄って、
つなげていくのがナナ

店名の由来は、フランスの造形作家
ニキ・ド・サンファルの作品

営業時間：11:00～18:00
定休日：月・火
メニュー：フェアトレードのコーヒー
　　　　紅茶、ハニージンジャー

「居心地良く暮らすための力が湧く場を持ちたい」「おもしろい人と出
会える場を持ちたい」「表現者を応援したい」「自分たちがよいと思っ
たシナモノを多くの人に紹介したい」…などなどが、設立の思いです！
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左：地元の工務店がメンバーの思
いをカタチにしてくれた手づくりの
木製ドアが美しいナナの外観。上：
ギャラリーは「幸せをつなぐフェアト
レード展」のグッズでいっぱい。

スペースナナ

左からNPO法人スペースナナ 柴田 暁子さん、 中村 泰子さん 、中畝 常雄さん





営業時間：9:30～18:00　
定休日：月(日時々休み)
メニュー：ドリンク各種
　　　　ランチセット
             （カレー・ハヤシライス）
　　　　ホットサンド、ケーキ各種
　　　　おむすび、パンなど

　　　　 

川崎コミュミティカフェ　ま めり 　高齢者の独り住まい、不登校、就職
困難など、子どもからお年寄りまで、地
域の抱える課題は日々増え続けています。
そうした課題に少しずつ取り組み、人が
集まる、話ができる、お互いを助け合え
る関係が生まれる地域を目指して、地域
で長年子育て支援や多世代交流の活
動を行ってきた有北郁子代表が、別の
法人を立ち上げて開設したコミュニティ
カフェです。
　徒歩圏の地域の人を中心に、ご近所
の人たちが顔見知りになり、共に生活を
楽しめるように、いろいろなイベントが行
われています。行政と連携して行った、「地
域のみんなのお誕生会」、社協と協働の
「健康長寿講座」、「ままとんきっず」と連携
の「地域のじいじ、ばあばになろう！講座」
など、多世代交流を積極的に進めていま
す。「若い人と一緒に集うことは大変良い
チャンスで、自分の子育て時代の若い頃
を思い出す時間を過ごせました」とおっ
しゃる参加者の方など、いろいろな世代
の方が出会う機会となっています。

　試行錯誤を重ねた自慢のカレーがおす
すめです。お子さん連れも多いので、手
軽にちょこっと食べられるサンドイッチ、お
むすび、お味噌汁などもあります。小学生
でも一人で来られるようなメニュー、値段
設定にしています。また、福祉作業所のパ
ンやクッキーの販売も喜ばれています。

　来店者、イベントへの参加者の皆さん
から、どんどんとこんなことやってみたい、
という輪が広がってきています。手作り品、
リサイクル品などの出店でにぎわう「まめり
バザール」は毎月開催。壁面ギャラリーの
利用やコンサート、寄席、写真展、講座、
セラピーなど、地域の人の「やりたい！」が
実現できる場所となっています。

M E S S A G E D A T A

上：小さなテラスや、目の前の桜
に、ほっと一息入れたくなります。
下左：講座やギャラリーなど、地
域の人たちが手軽に利用、交流
できるスペースを提供しています。
下右：住んでる地域でいろんな
楽しみがあると、生活が豊かにな
ります。

「人が集まる、話ができる、
お互いを助け合う」関係を
育む地域社会を目指して

地域の「やりたい！」が集まって
どんどん実現しています

ランチなどの飲食のメニューも
地域のニーズに寄り添ったものを
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みんな、人と話をしたい気持ち、話ができる場を求めています
地域の方一人ひとりが、様 な々人と出会い、交流し、話をすることで、それぞ
れの抱えている心配ごと、課題の解決につながったり、より元気になることが
できます。多世代の交流が進み、お互いを気に掛けることで生きがいにつな
がっている様子が見られます。

Tel：070-5010-5440 Fax：044-767-1297
E-mail：mamenajinsei@gmail.com
http://d.hatena.ne.jp/mamenajinsei/
川崎市多摩区菅馬場3-7-4 1F
小田急線「よみうりランド駅」徒歩15分
京王線「京王稲田堤駅」・JR南武線「稲田堤駅」徒歩20分

交流と生きがいづくりの地域の拠点

NPO法人まめな人生 代表 有北 郁子さん

12 レンタルスペース飲食 交流



営業時間：10:00～17:00（土11:00～17:00）
定休日：日（応相談）
メニュー：ドリンク各種（有機珈琲、紅茶、
　　　　季節のジュースなど。テイクアウト、
　　　　館内デリバリーもあり）
　　　　オリジナルカレー、オリジナルトースト、
　　　　スイーツ各種、会議用弁当
　　　　貸切パーティーなども応相談

　　　　 

川崎カフェマイム
　川崎駅近く、川崎産業振興会館2階で、
幅広い世代男女が、自分の特技などを
きっかけに、交流の輪が広がっています。
手作りの好きな人が作品を持ち込んで展
示・販売できる「マイショップ」、自由に講
座や教室を開催することができる「マイサ
ロン」、壁面や窓辺のスペースを使って作
品を展示できる「マイギャラリー」など、み
なさんが自分のやりたいことを実現できる
場です。「元気なシニアのたまりばをつくり
たい」そんな思いでスタートし、今ではい
ろいろな年代の方々の交流カフェになり
ました。カラーセラピー、水引工芸、各種
手作り教室など、たくさんの講座が開催
されています。レンタルボックスの「マイ
ショップ」は常時約70点が出店し、心の
こもった手作り作品は、見ているだけで
も楽しいものです。

　ランチは、山形県の農家から直送され
た安全で安心できる特別栽培米を使っ
た手作りカレーがおすすめ。3日間煮込
んだ牛筋カレーと野菜カレー、ともに長

野県大町市の古民家カレー店「青空屋
台のオリジナルブレンドマサラ」を使用し
たまるで薬膳のようなカレーが味わえます。
　貸切パーティーにも使えます。パー
ティーのお料理は予算によって内容を相
談できます。

　笑顔が素敵な店長の萩さんは「川崎笑
いヨガ（ラフター）クラブ」を立ち上げ、「カ
フェマイム」を拠点に、みんを笑顔にする
活動もしています。基本毎月第1土曜日
の11時～12時に開催。笑いとヨガの呼
吸法を組み合わせたエクササイズで心身
共にすっきり元気になるそうです。冗談、
コメディーに頼らず、ただ笑うだけのエク
ササイズは年齢性別、障がいの有無に
関係なく、だれでも楽しみながら行えると
あって、人気です。

M E S S A G E D A T A

上：「ときめきセミナー＆スイー
ツ交流会」に集まったとびきり
の笑顔。下左：県内産の木
材を使ったボックスは、アクセ
サリーや布小物など、多彩な
手作り作品が充実。プレゼン
トを選びに来られる方も多い
そうです。下右：水引工芸で
暮らしに彩りを。

夢を実現できる、たまりばカフェ

多彩なイベントが、
出会いのきっかけに

ランチタイムはカレーカフェ。
手作りのカレーをご賞味ください
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積み重ねた体験を活かし、起業ママ、女性起業家の応援もしていきます
「ときめきカフェ」「ときめきセミナー」、スイーツでくつろぎながら、学び、ネッ
トワークづくりをしませんか。女性が起業、経営していくとき、いろいろな壁
にぶち当たることも多いと思います。私は、働くママとしてカッコいい姿を
子どもたちに見せたくて奮闘中。

Tel・Fax：044-548-4132
E-mail：michi_h@abox.so-net.jp
http://cafemaimu.sharepoint.com
川崎市幸区堀川町66-20
川崎市産業振興会館2F
JR「川崎駅」西口徒歩8分

貸切パーティー＆サロン 地域交流カフェ

店長 萩 三千代さん

13 サロン販売飲食

牛スジカレー



M E S S A G E

NPO法人コスモス理事長 横山 典子さん

川崎

のお食事会が月1回開かれています。東
横線元住吉駅西口「ブレーメン通り」から
路地を少し入った住宅街にあります。

月1回のお食事会。「土間」をイメージし、
靴のまま入れる。

　詩人小山正孝氏のご子息小山正見さ
んは、亡父を偲び現代詩を考える「感泣
亭例会」を2004年から主宰、この会の
場に自宅を改装し、2012年6月、コミュ
ニティスペースその名も「感泣亭」が誕生
しました。他に俳句の先生で著書も多数
ある小山さんの俳句の会や、奥さま企画

自宅にうまれた
地域のコミュニティスペース
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D A T A

Tel： 080-3930-7788
川崎市中原区木月3-14-12
東急東横線「元住吉駅」徒歩10分

15

16

感泣亭

お食事会「お昼ごはんをご一緒に」
／毎月第4水曜日15名（電話予約）
講習会や交流会などにスペースを活用いただけます。
（詳細は電話で応相談）

会、講習会などのプチサロンとしても利用
できます。入口には、手作り品のプチショッ
プが開けるスペースもあります。　「SōAN」はJR南武線尻手駅から徒歩

5分ほどの住宅地の中に、障がいを持つ
人たちが活動できる場を目指して2011年
1月にオープンしました。日替わりランチの
スープは利用者が担当。配膳にもチャレ
ンジしています。以前工場だった店内は
天井が高く、開放感いっぱい。作品展示

障がいを持つ人たちを中心に
様 な々交流を目指すカフェ

D A T A

Tel：044-223-7764
http://www18.ocn.ne.jp/
~yorozue/16601.html
川崎市幸区柳町52-4 幸コーポ１F
JR南武線「尻手駅」徒歩5分

S ōAN

営業時間：10:30～18:00
定休日：日・月・祝
メニュー：ランチ火～金
　　　　日替わりランチ、
　　　　週替わりカレーとミートソース
　　　　コーヒー、紅茶、丹沢サイダー

れにも喜ばれる小さなおにぎりやトースト
なども品揃えしています。

　作品の展示販売・集会や会議・パー
ティーなど、様々な利用ができます。利用
者同士の繋がりを生む情報発信の場とし
て、ライブやセミナーなどもできるので、
公共施設の会議室とはちょっと違った、カ
フェ空間でのイベントを組み立てられます。

左：雪の日の外観。入口
の段差がなく店内もバリア
フリー。上：お客様同士の
繋がりを育むカフェ。右：
日替わり弁当は予約制。

　たくさんの人が顔見知りになることでみ
んなが助け合うことのできる地域社会、
循環型の地域づくりを目指しています。
「NPO法人コスモス」の運営。「ココデ」の
近くで、知的障がい者の方の共同生活介
護事業も行っています。メニューは手作り
の栄養バランスがしっかりとれた日替わり
弁当、昔懐かしいぜんざいやお子さん連

「ここでやろう」「ここで生きていこう」　
地域のみんなのカフェ

D A T A

Tel： 044-877-0131
http://www.cafe-cocode.com
川崎市高津区久本1-6-2
JR南武線「武蔵溝ノ口駅」
東急田園都市線「溝の口駅」徒歩３分

14 コミュニティカフェココデ

営業時間：9:00～18:00（土10:00～16:00）
定休日：日・祝
メニュー：多穀米リゾット
　　　　プレート料理（オムライス・キーマカレー・ハヤシライスなど）
　　　　パスタ、丼物、予約制の日替わり弁当
　　　　コーヒー、紅茶など
店内バリアフリー
レンタルスペースやスペース貸切も応相談

就労

かん きゅう てい

飲食

障がい者

障がい者

飲食 レンタルスペース

交流をはぐくむ空間で、
思い思いの活動ができます

お店に足を運ぶことができない方のためにボランティアグループ「さくらそぅ会」と協働をし、
「ココデ」からの配食サービスにも力を入れています。これからもお客様のニーズを聞きや
すいお店としてもお客様といろいろとコミュニケーションを図っていきたいと思います。

「お待たせしました！」

学び



　川崎市に在住する外国人の生活を応
援する目的で2010年9月、川崎区浜町
に「多文化共生センターかわさき」が開
設されました。運営する「社会福祉法人
青丘社」は、在日韓国・朝鮮人が集住す
るこの地に1969年、「共に生きる」保育
をめざし保育園を開設。以後、外国人
支援に、高齢者・障がい者のヘルパー
派遣や作業所なども運営し、2012年6月、
焼き立てパンの作業所を併設させたカ
フェを開設しました。

　店の右側は、多文化共生センターとし
て通訳が外国人と、各種手続きや生活
相談をするスペース。左側には川崎区に
多く住むフィリピン人のためにフィリピン
食材を販売。中央のカフェスペースでは
毎週水曜日はフィリピン人ボランティアが
フィリピン料理を提供、フィリピン人の交
流の場となっています。金曜日は同様に
ペルー料理の日。障がい者の作業所の
パン工房の焼き立てパンはカフェで提供
されています。

M E S S A G E

D A T A

Tel： 050-3399-5411
http://www.seikyu-sha.com/
川崎市川崎区浜町1-9-14　アカツキビル１Ｆ
ＪＲ川崎駅東口よりバス「四つ角」下車徒歩3分

外国人が多く暮らすまちに
「多文化共生センターかわさき」が開設

川崎
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営業時間：9:00～17:30
定休日：日
メニュー：スープセット、焼き立てパン
　　　　地域の専門店で
　　　　焙煎したコーヒー、紅茶

最近は、韓国、中国、フィリピンに加え、南米、タイ人も増えています。私
はこのまちで生まれ育ちました。外国人と障がい者支援を両輪とするカフェ
運営は大変ですが、いろいろな活動を学び、両者が同じ場所で落ち着い
て過ごせるようがんばっていきます。

17
左：店内で販売する
フィリピン食材。下：
新川通りに面し、窓
に書かれた翻訳、通
訳の文字が目印。
右：ペルーのクリスマ
ス料理。水曜日はフィ
リピン料理で「多文
化ランチ」で交流を！

ほっとカフェテリア パン工房

カフェテリア管理者 豊田 民珠さん

M E S S A G E

D A T A

Tel： 044-989-8323 
http://www.sky1995.com/
office_katsudou_garden.html
川崎市麻生区下麻生3-32-5
小田急線「柿生駅」北口・東急田園都市線「市が尾駅」西口よりバス
「麻生新町」下車徒歩4分

営業時間：金・土のみ営業 11:00～16:00
メニュー：スープセット、カレーセット
　　　　自家製食パンのハーブトーストが
　　　　おすすめです

ハーブガーデンを眺めながら、ハーブティーで“ほっ”とできる場所を目
指しています。金曜、土曜日のお天気が良い日はぜひお越しください。

18

左：大きなガラスの温室に季節の花
がうつろう。上：ポットサービスのハー
ブティーで“ほっ”とする。下：事業所
で作るハーブティー、クッキーも販売。

ハーブカフェ ららら

所長 大友 わかささん

水曜日はフィリピン料理。
多文化ランチでにぎわうカフェ

　「ハーブカフェ ららら」は精神にハン
ディキャップを持つ人が、ゆるやかな福
祉施設と一般就労との中間就労の場と
して利用しています。併設の地域活動
支援センター「があでん・ららら」が共に
協力しハーブを育て、ハーブティー・クッ
キーを作る活動をしています。これらを
活用し、地域とふれあう場につなげよう
と2009年10月、ハーブカフェ らららが
誕生しました。

　大きなガラスの温室がハーブカフェ 
らららの目印です。この温室で毎年5月、
ハーブまつりが開催されます。地域の和
太鼓サークルやヴァイオリン、ピアノによ
るミニコンサートなどで、地域の方がた
くさん集まります。7月のハーブ市では、
ハーブティーを飲みながらハーブを使っ
た手作り品の講習会、またハーブの苗
や事業所で作るハーブティー、クッキー
も販売します。

土にふれハーブを育てる
事業所が原点

5月にはハーブまつり、
7月にはハーブ市を開催

飲食販売 就労 飲食 販売 就労



地域の人と人、人と野菜、人と仕事をつなぐ場所

販売

川崎

お店のある武蔵新城には、商店街がたくさんあります。住民の皆さんに愛される
お店になるだけでなく、商店街とのつながりも重視したいと考えています。まちを
楽しくするのは、バラエティー豊かで元気なお店でもあります。お店同士の連携
もこれから模索していきたいです。

営業時間：9:00～21:30　
　　　　　土・日はワンデイ・シェフ
定休日：ワンデイ・シェフのない土・日・祝
メニュー：お野菜たっぷり週替わりランチプレート
　　　　 地・旬菜のスパイシーカレー
　　　　4種の野菜の豆乳ポタージュ
　　　　コーヒーなど
　　　　 

みんなのテーブルメサ・グランデ
　「メサ・グランデ」の店頭には、いつもテ
ントの下に新鮮なお野菜が並んでいます。
これは、近隣の農家が毎朝運んでくる旬
の野菜。まちづくりに取り組む「NPO法人
ぐらす・かわさき」が、地域の農をもっと知っ
てもらうことで、同じ川崎の住民である農
家を応援し、住んでいて楽しい、愛着のも
てるまちにしていこうと取り組んでいます。
　店内に入ると、そこは、多種多様な野菜
の食べ方を提案するレストランカフェ。大
きなテーブル（スペイン語でメサ・グランデ）
が置かれ、オープンキッチンの中と外とが
一体感を感じさせ、スタッフとお客さんや、
相席のお客さんが話をする姿が多く見ら
れます。カフェに行けば誰かに会える。野
菜の食べ方を聞ける。そんなコミュニケー
ションのある楽しいお店なのです。

　「自分の住むまちをより良くするために」
という思いで、子育て支援や介護支援、
環境保護、平和活動など、様々な取り組
みをしている人たちがいます。そういった
人たちの活動を持続可能にするためには、
ビジネスの仕組みを取り入れていくことが

大事です。地域の問題解決をビジネスの
形で行うことを「コミュニティビジネス」と呼
びますが、その支援を、メサ・グランデで
は行っています。具体的には、飲食サービ
スを始めたい人が腕試しをできる「ワンデ
イ・シェフ」や、起業講座など。ワンデイ・
シェフの日には、お店を開きたい人が一日
お店を開くことができ、お客さんはいつも
とは違うメニューを楽しむことができます。
色 な々ジャンルの料理人が腕を披露し、そ
の後自分のお店を開く人も出てきています。

　地域の人たちが出会うための仕掛けとし
ての野菜や、食事のサービス、色 な々イベ
ントなどを多彩に用意している「メサ・グラ
ンデ」。実際に、お客さん同士ですっかり
仲良くなって一緒にイベントに参加したり、
別の場所で一緒に仕事を始めたりと、新し
い交流がどんどん生まれています。

M E S S A G E D A T A

上：店名の由来にもなった大
きなテーブルが印象的な店内。
内装の壁はみんなで塗った。
下左：「幸トントンの仲間たち」
のワンデイ・シェフの様子。
下右：地元の旬の野菜をふん
だんに使ったランチプレート。

Tel・Fax：044-872-9795
E-mail：tachib@grassk.org
http://mesa-grande.blogspot.jp/
川崎市中原区新城5-2-13
プリマSK武蔵新城1F
JR南武線「武蔵新城駅」徒歩2分

店長 佐藤 ゆき恵さん

新鮮な地元野菜と出会える
八百屋カフェ

ワンデイ・シェフで腕試し

30 31

「食」を通じた地域コミュニティづくり、誰もが住みやすい地域社会づくりを提案

野菜販売は１０時から１７時頃まで。19

地域の人たちが出会い
新しい交流が生まれるお店

飲食 レンタルスペース



　契約農園から直送される有機野菜を使
い、趣向をこらしたおいしい料理を楽しめ
るお店「オーガニックカフェたまりばーる」。
安全で美味しく、生産者の思いが伝わる
食事を提供することを目指しています。
オーナーの金山さんの出身は関西。これま
でいくつかの土地で暮らした経験がありま
すが、縁あって川崎の地に店を持ち、誰も
が「このまちに住んでよかった、幸せ」と思
えるようなつながりやきっかけができるコ
ミュニティスペースを作ろうとしています。
「住んでいる人、まちのコトやモノをお互い

に分かちあえる場を開いていきたい」と金
山さんは語ります。

　アイデア豊富な金山さん。カフェに来る
人たち同士のつながりを作るような取り組
みを次々に実現しています。地域通貨で
「してほしいこと、ほしいもの」のやり取りと、
もらいものや使わなくなったものをリユース
し合って、地域の人が気軽に交流できる
場「MOTTOなおすそわけ茶話会」、地域
の人たちが持っている情報を共有し、住
むまちをもっと好きになる地域の地図「に
かたまっぷ」作りが進行中です。

M E S S A G E

D A T A

Tel：044-813-5248
http://tamaribaru.exblog.jp/
川崎市多摩区宿河原6-26-24 
フジビル1Ｆ
ＪＲ南武線「久地駅」徒歩2分

有機野菜の美味しい料理を
楽しめるお店

川崎

32 33

営業時間：12:00～21:00
定休日：月・火
メニュー：有機野菜の一汁八菜、平田牧場の
　　　　ポークハンバーグ、今月のおすすめドリンク
レンタルスペース：2時間500円～
レンタルギャラリー：1週間2,000円～

オーガニックな食材を使う理由は、それが人も大地も健康にするから。海
も山も汚さず、体も健康になれる。幸せに暮らすために、必要なことだと思
います。
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右：木のインテリアに
自然光が入り静かで
落ち着く空間。左：週
替わりランチは野菜
たっぷりでとても美味
しい。下：壁面ギャラ
リーもナチュラルな雰
囲気。

オーガニックカフェたまりばーる

オーナー 金山 悦子さん

M E S S A G E

D A T A

Tel： 080-8492-3676
http://matimori.net
川崎市多摩区三田1-12-1
ネオグリーンヒルズ1F
小田急線「生田駅」徒歩6分
 

営業時間：13:00～16:00
定休日：土・日・祝
メニュー：ドリンク、お取り寄せのお弁当
　　　　ドリンクご注文の方は隣のケーキ店の商品持ち込みOK
レンタルスペース・ギャラリーとしてもお使いいただけます。
詳細はお問い合わせください。

カフェを拠点に、シニアの生活サポートだけでなく、若い世代のニーズも
くみとり、この地域に住む人みんなが暮らしやすくなる仕組みを作り、楽
しくなる仕掛けを作っていきたいです。
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左：近隣に住むフォトグラ
ファーが開催する写真講座。
上：ガラスの扉からは明るく温
かい雰囲気が伝わってくる。

みた・まちもりカフェ

三田サポートわなり代表 塩沢 和美さん

人との出会い、まちのコト・モノを
シェアする取り組み

　「みた・まちもりカフェ」は、「地域の人
が出会い、街づくりのことを考えたり、と
もに学ぶ場がほしい」「ちょっと困った時
に助け合えるネットワークがほしい」とい
う願いを持っていた住民グループ「三田
サポートわなり」が、明治大学「まちづく
り研究所」の支援を受けて運営していま
す。地域には、エレベーターがない築
47年の団地があります。坂道も多いこと
から、心身が弱ってきた高齢者には住
みにくいといいます。また、一人暮らし
の高齢の方も増えてきているそうです。

　そんな現状に対し一念発起した住民
の結束力と行動力には驚かされます。
カフェは、地域住民の生活支援、住み替
え支援、空き家管理などを行う拠点であ
ると同時に、多世代が集える場として喫
茶のサービスのほかカルチャー的な講座
もほぼ毎日開催しています。お茶に立ち
寄ったり、講座に参加したりすることで、
同じ地域に住む人と知り合ったり、スタッ
フに日常生活で困っていることを相談す
ることができたりと、関係性が徐々に深
まっていることがうかがえました。

地域の人の出会いと学びの場 カフェを作った「住民たちの結束力」

飲食 交流レンタルスペース 交流 まちづくり 相談



Ga l l e r y &C a f e ジャックと豆の木
　由比ヶ浜通りの一画の、以前は鎌倉で
はよく知られたお惣菜屋さんだった場所
に「ジャックと豆の木」はあります。精神障
がい者の母親の遺言により建てられたグ
ループホームの1階部分が障がいを持っ
た方たちの就労の場で、現在は12人の
メンバーが働いています。
　設計は無印良品の家の原案でもある
「箱の家」で知られている難波和彦さんに
よるもので、明るく開放感のあるギャラ
リーカフェとなっています。

　2007年にオープンして6年あまりで、
芸術・文化のまち鎌倉のアートの発信拠
点として定着していますが、そのひとつの
契機となったのが市の生涯福祉課が応
援してくれた「団塊プロジェクト」だそうで
す。このプロジェクトで地域とのつながり
が広い範囲にひろがり、様々な鎌倉の文
化遺産の今の動きにつながりました。
　日本を代表するような作家の作品展か
ら地元の小さなグループの発表や洋服
メーカーの展示会など、幅広いイベントを

行うことで、アートを通しての人のつなが
りを育んでいます。

　カフェとしての飲食も充実しています。
精神障がい者のメンバーが調理できるよ
うに試行錯誤を繰り返して考えられた
ミートローフ、サーモンマリネ、フォカッチャ
のジャックプレートは、美味＆ヘルシー、
そしてボリュームたっぷりです。挽きたて
を淹れるコーヒーも香り高く、充実したラ
ンチタイムを楽しめます。プレート以外に
も豆をメインにしたジャック豆BOWLやカ
レー、ピザなどがあり、「新しいメニューも
どんどん開発したい」と荒川さん。
　ここのトイレは、併設された公衆トイレ
です。車椅子の方でも利用できるような
設備を備えたバリアフリーのこのトイレは、
まちに開かれた施設を作りたいという思
いがカタチになったものなのです。

M E S S A G E D A T A

上：奥の緑が清 し々い広々とした
ギャラリースペースはコンクリート打
放しのモダンな空間。下左：ミニコ
ンサートも行われる。写真はマリン
バの演奏会。下右：ミートローフと
サーモンマリネのハーフハーフの
ジャックプレート（ドリンク、ミニケー
キ付き）。奥は豆サラダ。

Tel・Fax：0467-24-6202
E-mail：info@jack-bean.jp
http://jack-bean.jp/
鎌倉市由比ガ浜2-4-39 1F
JR横須賀線「鎌倉駅」西口・江ノ電「鎌倉駅」徒歩6分

母の思いが遺した
まちのステキなギャラリーカフェ

メンバーたちがつくる
ランチメニューもオシャレで美味

鎌倉・三浦
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営業時間：11:00～17:30
定休日：月
メニュー：各種ドリンク
　　　　 自家製ケーキ、ぜんざいなど
　　　　  ジャックプレート、
              ジャック豆BOWLなどのランチ

自分の真ん中にある思いや、やり方に嘘がなかったらうまくいくもんです
最初は知っている人を総動員して、ギャラリーを借りてくれる人をさがしたりし
て苦労しましたが、人や地域とつながりができてきて、今ではほぼスケジュー
ルが埋まるようにまでなりました。人ですよ、人。人のつながりが大事なんだと
思います。

鎌倉ならではの芸術資産と
地域の人のつながりを発信する

NPO法人 地域生活サポートまいんど  中村 千恵子さん（左）、荒川 玲子さん

人
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22 飲食芸術 障がい者



　「コミュニティ Cafe おりょうにおまか
せ」は、市民活動支援センターの業務や、
子育て支援活動に長い間携わってきた
田中みどりさんが立ち上げたコミュニ
ティカフェです。
　子育て支援を目的とした場を作るつも
りでしたが、ふたを開けてみると、来店
者は高齢者が多く、また障がいを持っ
た方や一人暮らしでさみしい思いをして
いる人も多くいました。しかし、田中さん
は自身の親の介護の経験もあり、「赤
ちゃんから高齢者の方まで対応可能！」
と言います。

　店内では100円野菜や新鮮卵の販売が
あったり、なじみ客による宴会が催されるこ
ともあります。また、地元の専門店から取り
寄せるスペシャルティコーヒーや、壁にはプ
ロの漫画家が描くお客さんの似顔絵があっ
たりと、色 な々お楽しみも。こういった呼びも
のはすべて、田中さんとつながりがあった人
たちが持ち込んだものです。お客さんたちは、
口 に々「ここがなくなったら困る」「ここがある
から楽しい」と語っていました。都合で長く
閉める時は、お客さんが換気や座布団を干
しに来るといったこともあるとか。家族のよう
な関係が築かれた、温かい居場所です。

M E S S A G E

D A T A

Tel・Fax： 046-822-4170
横須賀市三春町1-1 サンクレスタ河野1F
京浜急行線「県立大学駅」徒歩7分

赤ちゃんから高齢者まで対応可能！ ここがあるから楽しい！

鎌倉・三浦
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営業時間：10:00～19:00
定休日：不定休
メニュー：おまかせ定食、オムライス
　　　　コーヒーなど

お年寄りがご飯を食べに来るたびに、一人ひとりとの“おしゃべりタイム”が
始まって、私の一日はそれで埋まるんです。お話がしたくて来る人ばかりで
すし、私もちゃんと向き合ってあげたいのです。
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左：手作りご飯はボリュー
ムたっぷり 。上：店内の
似顔絵は友人の漫画家
が描いたもの。下：地元
の農家さんが持ってくる
100円野菜も魅力。

コミュニティCafe おりょうにおまかせ

店主 田中 みどりさん

　「Cafe茶るら」は、白と木目をベースに
した清潔感と温かみを感じさせる空間。
一日を通して、おいしいサンドイッチ類と
ケーキ、お茶をいただくことができます。イ
タリア製のエスプレッソマシーンを導入し、
アレンジコーヒー各種をメニューにそろえ
ているほか、スタッフが一生懸命に作った、
いろいろなケーキを選べます。

　オープンして以来、お客さんが増え続
けています。一見、個人経営のカフェのよ
うに見えますが、実際は、「NPO法人ゆう
ほ」が運営をしています。
　ゆうほは、精神障がい者の地域生活支
援を目的とし、地域作業所やグループホー

ムの設置運営などの活動を行っています。
地域の中での精神障がい者の就労支援
を目的に、茶るらをオープンしました。

 　店長の竹田恵子さんは、一般企業で
の経験があるからこその冷静な視線で
事業を組み立て、カフェの運営に奮闘し
ています。
　「やるからにはお客さんが満足してくれ
るように徹底する」と竹田さんが語るように、
サービスはすみずみまで神経が行き届い
ており、とても魅力的です。
　「茶るらが成功することで、働き手であ
る精神障がい者たちが誇りや自信を持つ
ことにもつながっていくはず」と竹田さん。
今後、茶るら2号店ができるかどうか？  
竹田さんたちの挑戦が続きます。

D A T A

Tel： 0467-47-1975
鎌倉市大船 2-20-38
ＪＲ「大船駅」徒歩5分

おしゃれな空間でいただく
おいしいサンドイッチとケーキ

営業時間：11:00～18:30
定休日：土・日・祝
メニュー：サンドイッチセット、コーヒー、ケーキ

24

左：ガラス張りのおしゃれなカフェ
で入りやすい雰囲気。中：とてもお
いしい手作りスイーツ。写真はマー
ブルチーズケーキ。右：清潔感あふ
れる小さなお店。中は意外と広い。 

Ca f e 茶るら

精神障がい者の就労支援のため
NPO法人が運営

働き手が誇りと
自信を持てるように

販売

ちゃ
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ソンベカフェ
　鎌倉駅のホームのいちばん東京寄りに
立つと線路越しに見えるカフェ。それが
「ソンベカフェ」です。ソンベとはベトナム
の地名で、庶民が使っていたソンベ焼と
いう食器の産地。今では味気ない大量
生産の器が取って代わってしまって貴重
品になってしまいましたが、ソンベカフェ
ではフォーの器などに使っています。東
南アジア風にした理由は、人と人とのつ
ながりのあった古き良き時代の日本の生
活感が今でも残っていて、ほっとできる
からと語るのはオーナーの宇治さん。

　メニューもフォーの他、バッタイ、ナシゴ
レンなどの食事からベトナムのハス茶など
アジアの定番がそろっています。
　ただ他のアジアンカフェとは違うのが、
ここが鎌倉を持続可能なまちにしたいとい
う人々の拠点だということ。鎌倉を良くしよ
う、地域を良くしようという思いの仲間が
集まって、まちを舞台にいろいろなプロジェ
クトを発信しています。たとえば「鎌倉ある
ものさがし」は、まちづくりはまちの資源を

知ることから、の考えで始めたまち歩きで、
参加した人たちが最後に一枚の布に発見
したものを書き込んで体験を共有するとい
うものです。お金の価値観を見直そうとい
う「鎌倉一日無銭旅行」もユニークな取り
組み。ソンベカフェをはじめとしたお店が
お金の代わりに知恵や労働で、飲食や
サービスを参加者と交換するという企画で、
お金がないからこそ感じられる人とのつな
がり、分かち合うことの大切さに気づいて
もらおうというものです。

　「約600のNPOをはじめ800もの活動
団体がある鎌倉で、その横のつながりを
作ることをいちばん意識しています」。ソ
ンベカフェは、そんな情熱と愛情で鎌倉
をいつまでも暮らしやすいまちにしたい、
という宇治さんの熱い思いにも触れられ
るコミュニティカフェでした。

M E S S A G E D A T A

左：東南アジアの雑貨がさりげなく置かれ
ている居心地のいい店内。奥のコーナー
には、こたつもあってくつろげる。右上：
合挽肉の甘辛炒めのフォー、味付けたま
ご付き。右下：「鎌倉あるものさがし」の
仕上げはこの布に発見したことや気づい
たことを描きこむこと。

Tel 0467-61-2055
http://song-be-cafe.com
鎌倉市御成町13-32
JR横須賀線「鎌倉駅」西口・江ノ電「鎌倉駅」徒歩3分

古き良き日本を感じさせる
ほっとできるアジア的スペース

鎌倉・三浦
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営業時間：11:30～20:00
　　　    （土11:30～21:00）
定休日：水
メニュー：旬野菜のフォー
　　　　バッタイ、ナシゴレンなど
　　　　ベトナムのハス茶、ジャスミン茶
　　　　ベトナムコーヒーなど

おもしろいこと、楽しいことがあれば、人はつながれるんだと思います
今いっしょに活動している仲間のほとんどは市民活動的な発想ではなく、
おもしろいことやろうという連中が集まってきている。おもしろくて、楽しくて
やりがいがあることをみんなでワイワイやれれば、お金にしばられている生
活から抜け出すことができるという発想です。 オーナー 宇治 香さん

まちづくりを「一緒にやろう！」という
人 の々拠点になっているソンベカフェ

横のつながりを大切にすることが、
コミュティカフェの使命

25 飲食 販売 まちづくり



飲食 販売 まちづくり 飲食 販売 まちづくり

　由比ヶ浜の海岸線を見渡せる絶好の
ロケーションに「麻心（まごころ）」はあります。
麻の建材を使用した店内は、麻の保湿
効果や空気洗浄作用のおかげでしょうか、
訪れる人をやさしく包み込んでくれるよう
な心地よい空気感です。
　オーガニックにこだわったフードメ
ニューにも麻がふんだんに使われていま
す。取材時のランチも地元三浦大根のふ
ろふき大根麻テンペの味噌ダレに紫大根
と人参のヘンプコールスローサラダ、人
参のヘンプポタージュスープ雑穀ひえ入

りなど盛りだくさん。心も体も元気になれ
るやさしい味です。

　「麻心はもともとコミュニティカフェとし
て始まったわけではなく、イベントのお手
伝いをしていたら地域とのつながりがで
きて、コミュニティカフェになっていた」と
語るオーナーの真司さんは、カフェを飛
び越えた地域の人が交われる場所コミュ
ニティマーケット「鎌人いち場」の実行委
員長もつとめています。場づくり、きっか
けづくりこそがコミュニティカフェの果たす
役割だと語っていました。

M E S S A G E

D A T A

Tel： 0467-38-7355
http://www.magokoroworld.jp/
鎌倉市長谷2-8-11 2F 
江ノ電「長谷駅」徒歩5分

麻のこころ、人のまごころに触れられる
麻に徹底的にこだわったカフェ

コミュニティマーケット
「鎌人（かまんど）いち場」も仕掛ける

鎌倉・三浦

40 41

営業時間：10:00～21:00
定休日：月（季節によって無休）
メニュー：麻心御膳、釜揚げしらす丼など
　　　　マクロビオテックオーガニックケーキ
　　　　オーガニックヘンプコーヒー

日本の衣食住を支えてきた麻。なかでも食べるところに麻を入れたい。ハー
ブの中で最も栄養バランスの良い麻を食べるということを忘れてしまった
日本人にもう一度麻の良さを知ってもらいたい。

26

左：麻心御膳。他にも
釜揚げしらす丼など海
の幸も。上：窓際のカ
ウンターが特等席。右：
三浦大根をかかえるス
タッフ。

The organic & Hemp Style Cafe & Bar 麻心

オーナー 森下 真司さん

　鎌倉長谷駅から徒歩5分ほどの御霊
神社の参道脇にひっそりとたたずむ日本
家屋が「てぬぐいカフェ 一花屋」です。
「普段から丸いちゃぶ台とてぬぐいを使う
ような生活をしているんで、ここでも無理
なく古き良き暮らしをお客さんに提案でき
るんです」と店主の瀬能さん。畳と広めの
板の間の室内は、日本人のDNAに働き
かける懐かしさが漂っています。
　てぬぐいのカバーのついた座布団に座
り、コーヒーと一緒にいただいた酒粕レ
モンケーキのさっぱりしているけどしっとり

滋味豊かな味と、ゆっくり流れる時間に
心がいやされます。

　「生物多様性の勉強会」「自給をしよ
う」といったテーマのワークショップやライ
ブなども月に1回程度のゆっくりしたペー
スで開催しています。さらに瀬能さんは
春分・秋分・夏至・冬至に暦を意識した
暮らしと循環型社会をめざす「ぐるぐるま
つり」の企画運営にも関わっています。
　一花屋は自分の内側を見つめたり、身
近な人と語り合うことの楽しさや大切さを
広げていく拠点でもあるようです。

M E S S A G E

D A T A

Tel： 0467-24-9232
http://ichigeya.petit.cc/
鎌倉市坂の下18-5
江ノ電「長谷駅」徒歩5分

思わず「おばあちゃん家みたい！」
と言いたくなる懐かしい空間

月に1回程度のペースで
勉強会やライブも

営業時間：10:30～17:00（L.O）
定休日：火・水
メニュー：一花屋ブレンドコーヒー、紅茶
　　　　酒粕レモンケーキ、ガトーショコラ
　　　　おむすび定食、本日の野菜カレー

発酵の持つ哲学的なもの引かれます。人と人の関係も発酵しているといい
状態になるんです。鎌倉の人たちは個性が強いけど発酵していれば、それ
ぞれの持ち味を生かしすごくいいものができるんです。
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左：酒粕レモンケー
キ。コーヒーは葉
山の five beansの
豆を使用。上：ず
らっと並んだてぬぐ
い。右：丸いちゃ
ぶ台が可愛らしい
室内。

てぬぐいカフェ 一花屋

店主 瀬能 笛里子さん

ま　ごころ いち　  げ



29 蔵まえギャラリー

30 ログハウスＤＯ

飲食 販売 まちづくり まちづくり

鎌倉・三浦

　まちのみんながホッと一息つけるコミュ
ニティカフェです。一人暮らしのお年寄り
が顔なじみの人とおしゃべりしたり、初め
て居合わせた人同士が知り合いになった
り、手作りの好きな人が作品を展示でき
たり、会合や教室が開けたりする場所で
す。お買い物の途中に立ち寄れる商店
街の中の気軽なお茶飲みスペースとして、
毎日賑わっています。

　2005年、空き店舗対策として「まちな

か研究室」を設け、関東学院大学と協働
で企画したプロジェクトをきっかけに「横
須賀  おっぱまワイン」を開発。カフェの
隣のワイナリーで、走水の湧水を利用し
たワインの醸造をしています。「こみゅに
亭カフェ」でも、グラ
ス1杯からワインを
楽しむことができま
す。また、ご縁のあっ
た山形県の野菜・
米なども販売してお
り、こちらも人気が
あります。

M E S S A G E

D A T A

Tel・Fax： 046-865-2625
http://oppama-wine.com/
横須賀市追浜町2-13
京浜急行線「追浜駅」徒歩3分

商店街からまちを元気に

全国初、商店街の中のワイナリー、
「おっぱまワイン」

湘南

42 43

営業時間：10:00～17:00
定休日：日・木
メニュー：コーヒー・紅茶
　　　　おっぱまワイン（グラスorボトル）
　　　　サンドイッチ、ピラフ、ナポリタン
　　　　クリーム白玉ぜんざいなど

まちの魅力アップのために、商店がやれることがまだまだたくさんあります。
元気なお年寄りの居場所にもなれるよう、地域への声掛けも積極的に行
いたいと思います。そして、採算性も考慮した持続可能な居場所にした
いと考えています。
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「わたしのこみせ」は出店料1棚
1,000円～2,500円／月。自分で
作品を作っていて、多くの人に見
てほしいな、ちょっと販売してみた
いなという方が利用できます。

こみゅに亭カフェ

追浜商盛会代表理事 織田 俊美さん

Tel：0463-59-6601 Fax：0463-59-7269
E-mail：loghouseguzo@sweet.ocn.ne.jp
平塚市公所450
JR東海道線「平塚駅」北口よりバス「堀ノ内」下車徒歩2分

こあがりショップ。2階は台所付きのカル
チャールームです。「旧東海道藤沢宿まつ
り」や「昔の遊びを伝える会」など、藤沢宿
を活性化するイベントの場にも活用され
ています。

　アーティストが作品を展示、販売する拠
点として、蔵、古民家というこの建物のも
つ発信力を活かして、地域の文化の伝承
場所になることを目指しています。昭和4
年築のお米屋さんの母屋と内蔵を使って
様 な々アート作品の展示や、イベントの開
催に使っていただいています。 1階は土
間・蔵・畳の3つの趣が違うギャラリーと

オーナー、佐野晴
美さんは、現在進
行形のアートを発
信することを心が
けているそうです。

る、代表の端山慶子さん。食品の共同購
入や料理教室などを通じ、さまざまな世代
が使える場です。

1階と地階の2
階建て延べ約
140㎡。信州産
の杉丸太を使っ
た本格的なログ
ハウス。バルコ
ニーからの眺望
と大きな薪ストー
ブも魅力です。

　「力の無い市民が市民同士助け合って、
生活に関係あることを幅広く考えたり、実
践したり、提案したりできる場として創立
25年を迎えます。ログハウスＤＯの催しに
参加するという受け身の形だけではなく、
いろいろな人々の輪を実現する場として、
自由な形で使ってほしいと思います」と語

開設時間：10:00～17:00
定休日：日・祝
料理や語学の教室、針灸等の
会場として貸し出し

「市民から市民へ」を合言葉に

交流 レンタルスペース

レンタルスペース芸術

古民家でアートを発信する、
地域のたまりば

営業時間：10:00～17:00（季節・イベントにより変動）
定休日：不定休
土間、蔵、こあがり、畳の間、
台所付きのカルチャールームのレンタル

D A T A

Tel：0466-25-9909
E-mail： a_whto@yahoo.co.jp
藤沢市藤沢630-1
JR東海道線・小田急線「藤沢駅」より徒歩6分

D A T A



OHANA (オハナ)
　藤沢の駅から13分ほど歩いた住宅街
のなだらかな坂の上に「OHANA（オハ
ナ）」のある「ぐるーぷ藤 一番館」が建っ
ています。住み慣れた地域で安心して暮
らせる終の棲家として、市民が中心となっ
て多くの支援を受けながら自分たちの夢、
理想を追求して2007年に完成した新し
いスタイルの福祉マンションです。高齢
者住宅、障がい者グループホーム、複合
型サービスから幼児施設など、様々な人
たちがひとつ屋根の下で助け合って暮ら
す、地域の見守りセンターです。

　OHANAはそのマンションの1階、道
路に面した角にあります。ハワイ語で“家
族”という名の通り、中に入ると知り合い
の家のリビングに来たかのようなくつろい
だ雰囲気です。庭に面した大きなガラス
窓にはカーテンがないのは、この店を地
域に開いた存在にしたいという思いから
のことだそうです。
　予約なしだとなかなか食べるのが難し
い人気のオハナランチは、付け合わせの

野菜のデリが売り。れんこんのガーリック
ソテー、キャベツのオイル漬け、キャロット
ラペ、白菜とエノキのナムル、ヨーグルト
キャロット、ごぼうの甘酢炒め、ターメリッ
クキャベツ、切り干し大根のサラダ、メイ
プル炒めのさつま芋など、レストランチー
フの中山さんのこだわりのデリが15種前
後盛り合わせてあって、メインがなくても
十分なくらいの内容です。お弁当も販売
（要予約）していて、ファンも多いとのこと。

　障がいのある方の働く場でもあり、地
域を見守る交流の場所でもある
OHANA。人が安心して住み続けられる
まちを目指している「ぐるーぷ藤」のシンボ
ル的存在でもあり、すでに地域の中でな
くてはならないお店なんだと感じました。
訪れる人の笑顔、働く人の笑顔が印象
的な、コミュニティレストランです。

M E S S A G E D A T A

上：オハナランチ。取材の日はチ
キンのトマトソースがメイン。器は
作業所の人たちの作品。左：ぐるー
ぷ藤一番館。3、4階が高齢者住
宅。OHANAの前には花の季節
が待ち遠しい藤棚と桜の木が。
右：カーテンのない、まちに開か
れた大きなガラス窓はぐるーぷ藤
の思いの表れです。

Tel：0466-24-3100  Fax：0466-24-7100
E-mail：npo-fuji@cityfujisawa.ne.jp
http://www.npo-fuji.com
藤沢市藤が岡1-4-2
JR東海道線・小田急線・江ノ電「藤沢駅」徒歩13分

高齢者、障がい者から子どもまで
ひとつ屋根の下で…

地域に開かれた福祉マンションの
シンボル的レストラン

湘南

44 45

営業時間：11:00～16:00
定休日：土
メニュー：オハナランチ、カレー
　　　　  コーヒー、紅茶、ジュース
　　　　  手づくりケーキ
　　　　  オハナ弁当（要予約）
　　　　 

助け合いから始めて、必要なものをみんな入れたらこのカタチになった
運営方法、資金や土地の調達方法など、日本ではじめてということで話題に
なったけれど、必要とされるものを肌で感じてそのニーズをカタチにしてきただ
け。大切なのは市民の感覚をずっと持ち続けること。仕事ではなくてまちづくり
だと思っています。

アットホームな空間で食べるランチは
作り手の思いがこもったデリが絶品

認定NPO法人グループ藤理事長  鷲尾 公子さん（右）、中山 泉さん

“福祉の駆け込み寺”と
地域をつなぐコミュニティレストラン31 まちづくり飲食 動物



32
mama’s cafe joy

　「子どもと一緒にゆっくりできる場が欲し
い」という一人のママの思いから始まった場
所です。こどもと一緒に外に出てみると、親
子で一緒に使える場所は少ない世の中、ま
た、妊娠・出産で大きく変化した女性の体
のメンテナンスが育児の大変さの中で置い
ていかれているのではないか、との想いか
ら、この場所は始まりました。お母さん自身
が自分の健康にも気を配り、元気で前向き
な気持ちでいられるように、親子の毎日を
少しでもサポートできるようなサービスと場
を提供しています。ベビーマッサージ、ファー
ストサイン、骨盤矯正ピラティスなどのレッス
ンを午前中（10～11時）は開催しています。
少人数制なので、ママ同士の交流も自然と
始まります。

　小さなお子さんのいるママたちは、外に
出かけた時に子連れで入れるお店を探す
のに苦労します。気兼ねなく寛げて、せっ
かく外で食べるのだから、家では食べない
ようなメニューで気分転換もしたい、さらに
こどもにも安心して食べさせられるものがい
い、という欲張りな希望を叶えてくれるラン

チが大好評です。５分付米や米粉、大豆
製品などを使い、卵・乳製品不使用、野菜
をたっぷり使ったメニューが基本です。お
子さん用にご飯の取り分け自由で、おにぎ
りやみそ汁も別に注文できるとあって、いろ
いろな年齢のお子さんにも満足してもらえ
ます。お惣菜やクッキーなどのお菓子類も
種類が豊富で、テイクアウトできます。毎月
最終金曜日は「夕飯食堂」の日で、19時ま
で営業しています。離乳食、お子様メニュー
からビールまで楽しめます。

　このカフェ自体の起業のプロセスから得
たことを、これから何かを始めたいママたち
に伝えるワークショップも開催しています。
「３年後、10年後どうありたいか、自分と向
き合って、考え続けて探し続けていくことが
大事だ」と語る代表の山田さん。ワーク
ショップやイベントに参加することで、少し
ずつ、夢をカタチにしていくチャンスが広が
るに違いありません。

M E S S A G E D A T A

上：木の質感が優しい床に、
お子さんと一緒に寛いで過ご
せ、ゆっくりできます。下左：ピ
ラティスもお子さんと一緒に。
下右：季節の野菜をたっぷり
使った手作りの食事は子育て
ママも満足のボリューム感。

Tel：0466-52-5832
E-mail：info@mama-joy.com
http://www.mama-joy.com
藤沢市辻堂1-9-8
JR東海道線「辻堂駅」徒歩5分

ママのためのコミュニティカフェ

ママたちがやりたいことを
カタチにしていくことを応援します

湘南
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営業時間：11:30～16:00
定休日：日・祝
メニュー：週替わりランチ、コロッケバーガー
　　　　おにぎり、おかゆ
　　　　穀物コーヒー、ハーブティー
　　　　季節のグリーンスムージーなど

今後もたくさんのサポートをお届けしていこうと計画中です！
女性は人生でも役割が変化し、増えることが多いですよね。それらすべてを
楽しもう！  自分も家族も大切にしよう！  もっと楽しいママライフを送るためにコ
コロとカラダをサポートしたいと思い、始めた活動です。どれかひとつでもお
役に立てたら最高です。

野菜たっぷりメニューを
美味しく食べて、気分転換

代表  山田 綾子さん

ママライフをもっと楽しく

飲食 子ども学び



シニアふれあいサロン in 西門
シニアの青春スペース

　リタイア後は、いきいき元気で楽しいセ
カンドライフを送りたいものですね。健康
生活を維持する秘訣は、「家に閉じこもら
ない」「楽しい居場所の発見」「趣味を育
む」「思い切り笑う」ことが大事だろうと言う
代表の阿部毅さん。シニアを対象とした
サロンを65歳ではじめた阿部さんの周り
には、元気な高齢者の笑顔が絶えません。
参加者は60～70代の方が多く、「おしゃべ
りサロン」「うたごえサロン」「健康マージャ
ン教室」などを日替わりで開催しています。
認知症や介護予防など様 な々生活相談の
場にもなっています。

　毎回楽しみに参加される方が続 と々集
まる「うたごえサロン」では、電子ピアノの
生演奏をバックに、次々に懐かしい歌を
歌っていきます。当時の自分や社会など昔
の懐かしい思い出がよみがえり、脳が活
性化し、表情も生き生きとしていきます。
年１回、新宿うたごえ喫茶「ともしび」出前
サービスによる「100名の歌声イベント」も
恒例となっております。

　「うたごえサロン」「健康マージャン教室」
「絵筆教室」「川柳教室」＆「チョイ呑み会」
など、好きなメニューを気軽に楽しめると
あって、さまざまな「教室」が人気を呼んで
います。利用者がやりたいメニューや、参
加者が自らの特技を生かして講師役に回
れるようなメニューなどを増やしてきました。

　高齢化が進み、商店街が衰退していく
地域のなかで、ただじっとしているのでは
なく、そこに住む市民が立ち上がって、地
域の課題を解決し、地域のニーズに応え
るような事業をつくっていく“コミュニティビ
ジネス”が注目されています。一時体調を
崩し、療養していた阿部さんですが、シニ
アの行うコミュニティビジネスの新聞のシ
リーズ記事に触発され、体調回復後に自
ら起業しました。阿部さんのパワーで地域
の協力者がどんどん増えています。

M E S S A G E D A T A

上：サロンはいつも笑いが絶えない。
下左：健康マージャン・料理・ウク
レレ・川柳・フラダンスなどの各種カ
ルチャー教室で、趣味を広げ、仲
間を増やしましょう。お茶・お菓子
付きで参加費1,000円～1,500円。
下右：「うたごえサロン」は毎月第2・
第4金曜日の午後1時半～4時半。
お茶・お菓子付きで参加費1,000円。

Tel・Fax：042-810-6172
E-mail：sukoyaka.plan@jcom.home.ne.jp
相模原市中央区相模原6-19-15
JR横浜線「相模原駅」徒歩15分
または「相模原駅」よりバス「グリーンプラザ」下車徒歩5分

リタイア後の地域デビューを応援、
高齢者が元気に過ごせるサロンです

相模原・県央
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営業時間：10:00～17:00
定休日：土・日
レンタルスペースとしても
お使いいただけます。
半日3,000円、終日5,000円

「介護＆認知症予防」を課題に、地域シニア層の元気づくりを目指しております
サロンの運営は行政の補助金には頼りきらず、コミュニティビジネスの手法
に視点をおいて自立運営で継続しております。今日までの５年間の経験を活
かして、これからコミュニティカフェ等を起業したいという方のための相談と
生活支援アドバイザーの窓口を常時お受けしております。 代表 阿部 毅さん

「うたごえサロン」、みんなで
大きな声で歌う楽しみをご一緒に

シニアのコミュニティビジネス起業を
応援しています

33 サロン 高齢者レンタルスペース 相談

に し　も ん



母娘で運営、異世代が交流できる
コミュニティギャラリー

販売 レンタルスペース 交流

　「お互いのプライバシーを大切にしな
がらもご近所さん同士が気軽に親しくお
つき合いして、いつまでも安心して暮ら
せるコミュニティができたらいいな」そんな
思いで様々な地域活動を実践してきた高
橋由香子さん。一方、自宅を活用してサ
ロンができないかと考えていた神保静恵
さん。その二人が出会ってスタートしたの
が「大沢みんみんの館（いえ）」です。応援
する仲間が集まって「アダージョ」という
団体を立ち上げ、運営を担っています。

　普通の家庭のリビングルームに、30～40
人もの参加者が集まってきました。運営メン
バーは事前に選曲、練習をし、当日は次か
ら次へと、懐かしい曲をみんなで歌っていき
ます。歌集も季節ごとに編集し、伴奏は高
音のものは移調してシニアが歌いやすい音
階に直すなどの工夫が凝らされています。
電子ピアノの生伴奏で、前奏や間奏もしっ
かり聞かせてくれるので、気持ちよく歌えます、
と参加者の方。たっぷり歌った後は、神保
さん手作りのお菓子とお茶をいただき、ひと
しきりおしゃべりに花を咲かせて解散です。

M E S S A G E

D A T A

アダージョ Tel：090-7235-6021（高橋） 
相模原市緑区下九沢1713-3-602 

Tel：042-761-6694（神保）　
E-mail：sj-franan@jcom.home.ne.jp
相模原市緑区下九沢2032-29
JR横浜線・JR相模線・京王線「橋本駅」
南口よりバス「上中ノ原団地」下車すぐ

このまちで・いつまでも・
元気で・楽しく・暮らしたい

「もっともっと歌いま専科」が大人気

相模原・県央

50 51

開設時間：プログラム開催時間のみオープン

ここでご近所のお友達ができたことで、普段も一緒に出かけたり、地域に
顔見知りがたくさんいるという安心感が広がっているようです。神保さんが
ご夫婦そろってやってくださるので、運営サポートのメンバーも結束して仲
良く活動できます。お友達の家に何度でも訪れるように、気軽に立ち寄っ
てゆったりくつろいでいただける場所を、みんなで協力して続けていきた
いとの思いがあります。

34

上：葉っぱのマークの看板もメン
バーの手作り。葉っぱの意味は、
いつまでも若 し々く、初心を忘れな
いように、との思いからだそうです。
左：懐かしい曲、青春時代の思い
出の曲を次 と々歌い、リフレッシュ。

大沢みんみんの館

アダージョ代表 高橋 由香子さん

Tel・Fax：042-745-3703
http://www.hakonowa.com/
相模原市南区東林間5-18-10
JR相模線「東林間駅」徒歩4分

Tel・Fax：042-762-4303
相模原市緑区上九沢258
JR横浜線・JR相模線・京王線「橋本駅」
南口よりバス「上九沢」下車徒歩1分

コンサートにも使
えます。

茶を飲める場所です。会話、交流が自然
と生まれる明るい店内では、異業種交流
会なども開催されています。

ボックスショップ
には40~50店の
個性豊かな手作
り作品がいろい
ろ並んでいます。

　オーナーの鈴木理子さんは、空き店舗
を活用したビジネスモデルを模索し、雑貨
や手作りのものをツールとして、いろいろ
な世代の人が参加し、交流できるコミュニ
ティサロン事業を模索。退職したお母さん
と一緒に、「はこの和」を始めました。一人
でも気軽に立ち寄れて、作品を見たり、お

35 カナリヤの森

36 はこの和

営業時間：9:30～17:30（季節・イベントにより変動）
定休日：日・月（祝は不定休）
レンタルボックス：1,500円／月～
メニュー：ドリンク：コーヒー・紅茶など

営業時間：11:00～17:00
定休日：日・月・火
メニュー：野菜中心のランチ
レンタルスペース・ギャラリーとしても
お使いいただけます。

カフェとホールとサロンが併設された、
町のなかの小さな森

レンタルスペース飲食サロン 高齢者学び

い え

D A T A

D A T A

を使った、シンプルでやさしい味付けの料
理やデザートが食べられます。ホールでは
太極拳やボディワーク、子どものアトリエや
さまざまなワークショップなども開催されて
います。一人で来ても帰りは誰かと一緒…

そんな人と人
が繋がる空間
でもあります。

　外から見ると普通のカフェなのに、店内
に入ると森が出現します。曲がりくねった
廊下、ホールの隠れ家…子どもはもちろん、
大人も子ども心がワクワクと刺激される、そ
んな空間は誰もがここに来てほっとくつろ
ぎ、ほんとうの自分に出会えたらいいな…
という願いから誕生しました。カフェでは
近隣で有機栽培をしている生産者の野菜



Bean's Vil lage
神
奈
川
西
部
の
農
水
産
物
で
お
い
し
く
地
産
地
消

　春成夫妻が自宅を改装して、南足柄の
住宅街に「Bean’s Village」をオープンした
のは、2013年の6月。若き料理人の太一
郎さんは、恵さんと結婚して、夢だった自
分の店を持つことになりました。恵さんは、
将来は雑貨店をやってみたいと思ってい
たため、Bean’s Villageには、フェアトレー
ド雑貨や地元作家の作品、オーガニック
食品などが並んでいます。庭では2011年
の震災後に福島の避難地域で生まれた
犬のビーンが愛嬌を振りまいています。家
族みんなで経営する、小さな自宅カフェは、
駅から遠い立地ですが、ランチ時は平日
もいそがしい模様です。

　小田原から取り寄せる無農薬玄米と、
近隣の契約農家からくる新鮮な野菜、県
内の漁港で水揚げされる魚などを使った
料理を提供しています。野菜を中心に、マ
クロビオティックのレシピを取り入れた彩り
豊かな食事はとても洗練されています。
　地産地消と環境に配慮した食を目指し
ているふたり。南足柄や小田原、大井など、

近隣の地区で、自然農を実践する農家や、
食料自給率アップを目指すどんぐり食推進
の活動団体などともつながり、新メニュー
の開発を続けています。不思議と、求める
とつながりはどんどん広がっていくとのこと。
地域の農業組合の人たちが打ち合わせの
ためにカフェを利用するなど、地域の農の
コミュニケーションの場としても機能を発
揮し始めています。

　また、地域の人たちが講師となり行う手
作り講座等にも場所を提供しています。こ
れらのイベントについても、より多くの人に
参加してほしいということでした。
　着実に、地域に根付き、人の集まるお
店になろうと努力しており、周囲からも期
待が寄せられているようでした。

M E S S A G E D A T A

左：友達の家に招かれたようでとても居心地
が良い。上： 彩り豊かで目にも舌にもおいし
いランチ。下：人懐っこい看板犬ビーン。

Tel：0465-43-9477
http://beansvillagecafe.wix.com/
beansvillagecafe
南足柄市竹松921‐2
伊豆箱根鉄道大雄山線「大雄山駅」 徒歩25分
小田急線「開成駅」徒歩30分　両駅よりタクシー10分　

南足柄の夫婦が始めた
小さな自宅カフェ

足柄
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営業時間：11:00～18:00（L.O）　
定休日：月
メニュー： ビーンズビレッジごはん
　　　　 自然の恵みプレート、穀物コーヒー
　　　　 自家製酵素ドリンクなど

地元の人や自然とのつながりを感じられるお店にしたいです
「できるだけ農薬を使わずに地元で作られた野菜を、ヘルシー
な調理で食べてもらえるように」と語る恵さん。自然農にも関心
があり、自宅の隣の土地では畑を耕しています。

店主 春成 太一郎さん・恵さん

神奈川県西部の農産物・水産物を
利用した健康的で美しい料理 地元の人による

手作り講座なども

37 飲食 学び販売
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ぎんが邑 コミュニティカフェ＋

　富士山がきれいに見える、県西部の、
温暖で豊かな自然の残る地域で、梅の里
としても有名な地域です。以前は公民館
を借りて開催していたママイベントから、
だんだんとママのネットワークが広がって
いき、共に地域の中での子育てを支え合
う仕組みや場を運営していきたい、とス
タートしたのが「ぎんが邑 コミュニティカ
フェ＋」です。開設当初は、地域のどなた
でも自由にランチに来ていただけるような
スタイルでしたが、現在は月・水曜日のラ
ンチのみの予約制です。 
　床がマットで、座卓でいただくスタイル
ですので、赤ちゃん連れでも安心。おも
ちゃもあるので、ちょっと大きいお姉ちゃ
ん、お兄ちゃんも遊ばせながら、ママたち
が気兼ねなくおしゃべりを楽しめます。親
睦会やお食事会など、わいわい集まりた
い時に、ピッタリの場です。おいしく食べて、
ママたちにリラックスしてほしいという考
えの下、すべて手作り。お子様メニューも
あるので、安心です。予約時に相談いた
だければ、除去食などのアレルギー対応
もしています。

　週３日は未就園児保育・一時保育の「マ
マちゃんHOUSE」 も行っています。子ども
たちにとって初めての小さな社会で伸び
伸び遊び、自分をいっぱい出せることで子
どもは大きく成長します。

　２階では、「親子プログラム」「ママヨガ」
や「リトミック」「タッチケア」「料理教室」など
も行っています。ママたちが求めているも
のを、それがやれるママたちから引き出せ
るように、ママ自身が、きちんと意志と責任
を持って、しっかりと自分たちも収入を得
ながら輝いて生きていけるように、お互い
のスキルを活かしあう場ともなっています。
手作り作品などの小箱ショップも壁面に展
開しており、子育ての合間のママの楽しみ
にもなっています。また、スペース貸しもし
ていますので、グループで活動したい方な
ども、様 な々利用ができます。

M E S S A G E D A T A

左：赤ちゃんはごろんとママの横で寝転
がせておくこともでき、寛げます。上：授
乳中にもママに必要なボリューム、お子
さんも食べやすいメニューなど、工夫を
凝らして手作りしています。下：たっぷり
とガラスで採光した明るいスペースです。

Tel・Fax：0465-42-3063
E-mail：kawamoto@gingamura.com
http：//www.gingamura.com
小田原市曽我光海8-3
JR御殿場線「下曽我駅」徒歩5分

子どもとママに寄り添いたい、
そんな想いで始まった「親子カフェ」

小田原・西湘

54 55

親子カフェ／月・水12:00～14:00
ランチメニュー：ランチプレート（ケーキ、ドリンク付き）
　　　　　　キッズプレート（ドリンク付き）
ママちゃんHOUSE ／火・木・金10:00～17:00
スペース利用も応相談

お母さん自身が輝いていることこそが、子どもにとって一番よいことだと思います。
わたし自身、知らない土地での子育てに直面しました。そこで保育士の経験を活
かし少しずつできることから始めていく中で、子育ての仲間、輪、居場所…親子が
育ち合える環境が大切だと感じました。一つひとつ子育ての場やサービスをカタチ
にしながら、子どもとママに寄り添っていきたいと思います。

ママたち自身が主体になれる場で、
一緒に育ちあっていきたい

 川本 桂子さん

ママと子どもが輝きながら育ちあえる場
飲食 サロン 子ども

む ら



金沢の歴史が育む
人と人をつなぐ場

 Kyoto
 Ishikawa
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　つながるKYOTOプロジェクトは、京都市における“まちの居場所（誰もが気軽

に利用でき、ゆるやかなつながりを持つことができる場所。まちの縁側、コミュニティ

カフェともいう）”の開設や運営のための中間支援組織として、大学教員や大学生

をはじめ、運営者自身や地域住民などが中心となって2008年に結成されました。

　私たちは、まちの居場所の運営者と利用者のマッチングのためのホームペー

ジやガイドブックの作成のほか、実際の施設をめぐるツアーや体験イベントを

行ってきました。また、こうした居場所の効果を探るため、さまざまな調査や研

究も行っています。その結果、居場所には、人々を孤立させないための一定の

効果があること、まちづくりの一翼を担う働きがあることが明らかとなりました。しか

し、それと同時に、居場所同士にもつながりが必要であり、そのネットワーク作り

が非常に重要であるということを痛感しました。

　私たちはこれまで、京都市を中心に活動を続けてきましたが、今回WAC（長

寿社会文化協会）の呼びかけにより、全国で同様の活動をされている皆さま方

とともに、ガイドブックの作成や開設支援講座など、多方面からまちの居場所を

支援する機会に恵まれました。私たち自身も、3年前に独自で京都市内のガイ

ドブックを作った経験がありましたが、この数年間で京都にはさらに多くの居場

所が誕生しており、今回の取材は私たちにとってもその変化と熱気を改めて感

じることのできる楽しい旅となりました。

　今後も、今のこの活動をベースに京都のまちの居場所とともにあるNPOであ

り続けたいと考えています。

訪 ね てみよう　 あなた の「まちの 縁 側・居 場 所 」

特定非営利活動法人 金沢観光創造会議

代表理事 加茂谷 慎治
076-205-6202

特定非営利活動法人 つながるKYOTOプロジェクト

理事長 小辻 寿規
050-3593-6615

　まちなかを網の目のように流れる用水。わきに設けられた洗い場はかつて、洗

いものをする住民が集う場でした。城下町の小径（こみち）を抜けると突然、広

見（ひろみ）と呼ばれる空間が広がります。藩政期、外敵を待ち伏せるために

築かれたとも、火災の延焼を防ぐために設けられたともいわれる空間は、住民

たちが輪を作り、話に花を咲かせた場でもあったのです。金沢は歴史の中で、

地域コミュニティを育み、近代以降は公民館、善隣館がコミュニティの拠点と

なってきました。

　東日本大震災を経験した私たちは、「きずな」「つながり」を見直すようになりま

す。気軽に人とのつながりを確認できる場を求める中で、コミュニティカフェが生

まれてきたように思われます。

　米国の都市経済学者、リチャード・フロリダは「創造性は居心地のよい場

所を求める」と指摘します。居心地のよい場所の条件として、「人に出会える

場所」「文化に出会える場所」「開放的な場所」「安心感のある場所」を挙

げ、こうした場所が人々の欲求を満たすのであると説きます。まさにコミュニティ

カフェこそ、こうした理想の場所ではないでしょうか。ガイドブックを参考に、理

想の場所を探し出してみてください。

　ご協力いただいたカフェ関係者、全国ネットワーク構築に尽力いただいた関

係団体、公益社団法人長寿社会文化協会の皆様に御礼申し上げます。

京都の“居場所”と
共にありたい
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　土から勢いよく生きる力を表す青菜、水辺でワクワクの男の子たち、うさぎと瞳の

丸さを競いあう女の子、井戸掘りに心地よい汗を流すお父さん、香りのいい紅茶を

間に歓談するお母さん、玄米ごはんと有機野菜に舌鼓をうつ若者、日だまりのネコ

とおばあさん、笑いヨガを多世代の人 と々楽しむおじいさん、自分らしくまったりと振る

まう障がい者、さざ波のようにひろがるヒヨドリのさえずり。ここには生きとし生けるもの

みんながつながりあう「ココロの縁が輪」がひそやかに息づいています。それがまちの

縁側・コミュニティカフェ。

　愛知・名古屋からは、そんな想いをこめた冊子を心をこめてつくりました。とともに、

全国のこれまでの取り組みの中から、まちの縁側・居場所づくりで共通して大切にし

たいことを12カ条としてくくりだしました。今後各地域の個性的輝きを帯びた居場

所が、交流し育ちあえることを切望します。

編 集 後 記

　神奈川県内にいったいどれくらいのコミュニティカフェがあるのだろう…
まったく見当もつかないまま、手探りで始めたこのプロジェクト。最終的に、
38のコミュニティカフェをご紹介することができました。

　取材では、オーナーやスタッフの方たちの熱い話に感動したり、共感したり。
他のコミュニティカフェの話をすると、「お店をやっていると、他のところを見
に行くことは難しいので、とても参考になる」と喜んで聞いてくださりました。
多くの出会いと交流があり、私たちにとっても素晴らしい機会だったと振り
返っています。ご協力いただいた皆様に感謝申し上げます。

　今回、掲載した以外にも、ずっと多くの「まちの縁側・居場所」が、県内に、
そして全国に存在しています。今後、それらのカフェとの出会いが実現でき
ればいいな…と思っています。

特定非営利活動法人 まちの縁側育くみ隊

代表理事 延藤 安弘
052-201-9878

大 切にしたいこと　1 2カ条
○気軽にきて気軽に帰れる
○一人ひとりがボーっとできる
○老若男女がつどう場・かかわりあう場・出会う場
○共につくり、飲み、食べ、歌い、話し、笑い、心晴れる場
○人と人が交差する自由空間
○多様な価値観を相互に受け止め、認めあえる相互理解の場
○友だちを作る（人的ネットワークを広げる）
○相互にかかわる中からお互いに気づきあう場
○自己表現・感動を分かちあう場
○もっと素敵な生き方にチャレンジするきっかけをもつ
○あらゆる情報の交差点
○地域の中で起きているさまざまな問題解決の端緒の場

こんなまちの
縁側・居場所に
なったらいいな

えん わ

訪ねてみよう あなたの「まちの縁側・居場所」
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